
 

 

 

 

 

 

 

うえむらちか氏による小説『1946 年の女子塁球部』出版に伴う 

横田知事への表敬訪問について 

 

 

 

１　概要 

うえむら ちか氏は、被爆直後の広島を舞台に、祖母の実話をもとにした青春小説

『1946 年の女子塁球部』（KADOKAWA、令和 8年 6月 29 日発売）を出版した。 

本作品は、令和５年に県からホームページへ掲載するため、うえむら氏に寄稿を依頼

し、同氏が執筆した祖母の被爆体験記『白球を追いかけて』が小説の第 1話の原型となっ

ており、知事に完成報告を行うとともに、県への感謝を伝えるため横田知事を表敬訪問さ

れます。 

 

 

２　日時 

令和８年８月 31 日（月）15:30～15:45 

 

 

３　場所 

県庁北館２階　第一応接室 

 

 

４　訪問者 

うえむら ちか　氏　タレント・作家 

　・随行者：草田 カズヱ　氏（くさだ かずえ）…小説のモデル、作者の祖母。 

 

資　料　提　供 
令和８年８月 27 日 

課　名　国際課平和推進担当 
担当者　山本  
電　話　082-513-2365 
　　　　内線 2365


